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　　　　　　矢來町やらいちやう




「お美津みつ、おい、一寸ちよつと、あれ見みい。」と肩かたを擦合すりあはせて居ゐる細君さいくんを呼よんだ。旦那だんな、其その夜よの出でと謂いふは、黄きな縞しまの銘仙めいせんの袷あはせに白縮緬しろちりめんの帶おび、下したにフランネルの襯衣シヤツ、これを長襦袢ながじゆばん位くらゐに心得こゝろえて居ゐる人ひとだから、けば〳〵しく一着いつちやくして、羽織はおりは着きず、洋杖ステツキをついて、紺足袋こんたび、山高帽やまたかばうを頂いたゞいて居ゐる、脊せの高たかい人物じんぶつ。

「何なんですか。」

　と一寸ちよつと横顏よこがほを旦那だんなの方はうに振向ふりむけて、直すぐに返事へんじをした。此この細君さいくんが、恁かう又また直たゞちに良人をつとの口くちに應おうじたのは、蓋けだし珍めづらしいので。……西洋せいやうの諺ことわざにも、能辯のうべんは銀ぎんの如ごとく、沈默ちんもくは金きんの如ごとしとある。

　然されば、神樂坂かぐらざかへ行いきがけに、前刻さつき郵便局いうびんきよくの前まへあたりで、水入みづいらずの夫婦ふうふが散歩さんぽに出でたのに、餘あまり話はなしがないから、

（美津みつ、下駄げたを買かうてやるか。）と言いつて見みたが、默だまつて返事へんじをしなかつた。貞淑ていしゆくなる細君さいくんは、其その品位ひんゐを保たもつこと、恰あたかも大籬おほまがきの遊女いうぢよの如ごとく、廊下らうかで會話くわいわを交まじへるのは、仂はしたないと思おもつたのであらう。

（あゝん、此このさきの下駄げた屋やの方はうが可えゝか、お前まへ好すきな處ところで買かへ、あゝん。）と念ねんを入いれて見みたが、矢張やつぱり默だまつて、爾時そのときは、おなじ横顏よこがほを一寸ちよつと背そむけて、あらぬ處ところを見みた。

　丁度ちやうど左側ひだりがはを、二十はたちばかりの色いろの白しろい男をとこが通とほつた。旦那だんなは稍やゝ濁にごつた聲こゑの調子高てうしだかに、

（あゝん、何どうぢや。）

（嫌いやですことねえ、）と何なにとも着つかぬことを謂いつたのであるが、其間そのかんの消息せうそく自おのづから神契しんけい默會もくくわい。

（にやけた奴やつぢや、國賊こくぞくちゆう！）と快こゝろよげに、小指こゆびの尖さきほどな黒子ほくろのある平ひらたな小鼻こばなを蠢うごめかしたのである。謂いふまでもないが、此このほくろは極きはめて僥倖げうかうに半なかばは髯ひげにかくれて居ゐるので。さて銀側ぎんがはの懷中くわいちう時計どけいは、散策さんさくの際さいも身みを放はなさず、件くだんの帶おびに卷着まきつけてあるのだから、時ときは自分じぶんにも明あきらかであらう、前さきに郵便局いうびんきよくの前まへを通とほつたのが六時ろくじ三十分さんじつぷんで、歸かへり途みちに通懸とほりかゝつたのが、十一時じふいちじ少々せう〳〵過すぎて居ゐた。

　夏なつの初はじめではあるけれども、夜よるの此この時分じぶんに成なると薄うすら寒さむいのに、細君さいくんの出では縞しまのフランネルに絲織いとおりの羽織はおり、素足すあしに蹈臺ふみだいを俯着うツつけて居ゐる、語ごを換かへて謂いへば、高たかい駒下駄こまげたを穿はいたので、悉くはしく言いへば泥どろぽツくり。旦那だんなが役所やくしよへ通かよふ靴くつの尖さきは輝かゞやいて居ゐるけれども、細君さいくんの他所行よそいきの穿物はきものは、むさくるしいほど泥塗どろまみれであるが、惟おもふに玄關番げんくわんばんの學僕がくぼくが、悲憤ひふん慷慨かうがいの士しで、女をんなの足あしにつけるものを打棄うつちやつて置おくのであらう。

　其その穿物はきものが重おもいために、細君さいくんの足あしの運はこび敏活びんくわつならず。が其それの所爲せゐで散策さんさくに恁かゝる長時間ちやうじかんを費つひやしたのではない。

　最もつとも神樂坂かぐらざかを歩行あるくのは、細君さいくんの身みに取とつて、些ちつとも樂たのしみなことはなかつた。既すでに日ひの内うちにおさんを連つれて、其その折をりは、二枚袷にまいあはせに長襦袢ながじゆばん、小紋こもん縮緬ちりめん三みツ紋もんの羽織はおりで、白足袋しろたび。何なんのためか深張傘ふかばりがさをさして、一度いちど、やすもの賣うりの肴屋さかなやへ、お總菜そうざいの鰡ぼらを買かひに出でたから。




　　　　　　茗荷谷みやうがだに




「おう、苺いちごだ苺いちごだ、飛切とびきりの苺いちごだい、負まかつた負まかつた。」

　小石川こいしかは茗荷谷みやうがだにから臺町だいまちへ上あがらうとする爪先つまさき上あがり。兩側りやうがはに大藪おほやぶがあるから、俗ぞくに暗くらがり坂ざかと稱となへる位ぐらゐ、竹たけの葉はの空そらを鎖とざして眞暗まつくらな中なかから、烏瓜からすうりの花はなが一面いちめんに、白しろい星ほしのやうな瓣はなびらを吐はいて、東雲しのゝめの色いろが颯さつと射さす。坂さかの上うへの方はうから、其その苺いちごだ、苺いちごだ、と威勢ゐせいよく呼よばはりながら、跣足はだしですた〳〵と下おりて來くる、一名いちめいの童わつぱがある。

　嬉うれしくツて〳〵、雀躍こをどりをするやうな足あしどりで、「やつちあ場ばア負まかつたい。おう、負まかつた、負まかつた、わつしよい〳〵。」

　やがて坂さかの下口おりくちに來きて、もう一足ひとあしで、藪やぶの暗くらがりから茗荷谷みやうがだにへ出でようとする時とき、

「おくんな。」と言いつて、藪やぶの下したをちよこ〳〵と出でた、九こゝのツばかりの男をとこの兒こ。脊丈せたけより横幅よこはゞの方はうが廣ひろいほどな、提革鞄さげかばんの古ふるいのを、幾處いくところも結目むすびめを拵こしらへて肩かたから斜なゝめに脊負せおうてゐる。

　これは界隈かいわいの貧民ひんみんの兒こで、つい此この茗荷谷みやうがだにの上うへに在ある、補育院ほいくゐんと稱となへて月謝げつしやを取とらず、時ときとすると、讀本とくほん、墨すみの類るゐが施ほどこしに出でて、其上そのうへ、通學つうがくする兒この、其その日ひ暮ぐらしの親達おやたち、父親ちゝおやなり、母親はゝおやなり、日ひを久ひさしく煩わづらつたり、雨あめが降續ふりつゞいたり、窮境きうきやう目めも當あてられない憂目うきめに逢あふなんどの場合ばあひには、教師けうしの情なさけで手當てあての出でることさへある、院ゐんといふが私立しりつの幼稚園えうちゑんをかねた小學校せうがくかうへ通學つうがくするので。

　今いま大塚おほつかの樹立こだちの方はうから颯さつと光線くわうせんを射越いこして、露つゆが煌々きら〳〵する路傍ろばうの草くさへ、小ちひさな片足かたあしを入いれて、上うへから下おりて來くる者ものの道みちを開ひらいて待構まちかまへると、前まへとは違ちがひ、歩ほを緩ゆるう、のさ〳〵と顯あらはれたは、藪龜やぶがめにても蟇ひきにても……蝶々てふ〳〵蜻蛉とんぼの餓鬼大將がきだいしやう。

　駄々だゞを捏こぬて、泣癖なきくせが著ついたらしい。への字じ形なりの曲形口いがみぐち、兩りやうの頬邊ほゝべたへ高慢かうまんな筋すぢを入いれて、澁しぶを刷はいたやうな顏色がんしよく。ちよんぼりとある薄うすい眉まゆは何どうやらいたいけな造つくりだけれども、鬼薊おにあざみの花はなかとばかりすら〳〵と毛けが伸のびて、惡わるい天窓あたまでも撫なでてやつたら掌てのひらへ刺さゝりさうでとげ〳〵しい。

　着物きものは申まをすまでもなし、土つちと砂利じやりと松脂まつやにと飴あめン棒ぼうを等分とうぶんに交まぜて天日てんぴに乾かわかしたものに外ほかならず。

　勿論もちろん素跣足すはだしで、小脇こわきに隱かくしたものを其そのまゝ持もつて出でて來きたが、唯と見みれば、目笊めざるの中なか充滿いつぱいに葉はながら撮つんだ苺いちごであつた。

　童わつぱは猿眼さるまなこで稚ちひさいのを見みると苦笑にがわらひをして、

「おゝ！　吉公きちこうか、ちよツ、」

　と舌打したうち、生意氣なまいきなもの言いひで、

「驚おどろかしやがつた、厭いやになるぜ。」

　苺いちごは盜ぬすんだものであつた。

明治三十五年十二月
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